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大和ハウス工業株式会社

過年度決算の訂正に伴う「2003アニュアルレポート（日本語版）」訂正について

　この度当社は、過年度の決算における事業の種類別セグメント情報の記載を訂正致しましたが、それに伴い、

「2003アニュアルレポート（日本語版）」につきましても、下記の通り数値の一部を訂正させて頂きます。

　なお、今回の訂正につきましては社内取引であるため、当社（連結及び単体）の貸借対照表及び損益計算書等に与

える影響はありません。

記

1

■ P26、3行目　私たちの事業領域ー住宅事業
　住宅事業概要の本文中の表記

訂正前 訂正後

このような状況にも関わらず、私たちの住宅事業は、（途
中省略）、連結売上高が前期比1.7%減の7,919億8千万
円、営業利益が同8.8%減の391億3,400万円にとどまり
ました。

このような状況にも関わらず、私たちの住宅事業は、（途
中省略）、連結売上高が前期比1.7%減の7,919億8千万
円、営業利益が同8.8%減の393億2900万円にとどまり
ました。

■ P32、9行目　私たちの事業領域ー商業建築事業
　商業建築事業概要の本文中の表記

訂正前 訂正後

しかし残念ながら、連結売上高は前期比4.9%減の2,480
億1,300万円、営業利益は同3.9%減の176億3,100万円
にとどまりました。

しかし残念ながら、連結売上高は前期比4.9%減の2,480
億1,300万円、営業利益は同3.9%減の176億8,800万円
にとどまりました。

■ P26　グラフ数値（住宅事業）

02 03
訂正前 訂正後 訂正前 訂正後

営業利益（10億円） 42 43 39 39
1人当たり営業利益（百万円） 3.9 3.9 3.5 3.5

■ P26　グラフ数値（住宅事業）

02 03
訂正前 訂正後 訂正前 訂正後

営業利益（10億円） 42 43 39 39
1人当たり営業利益（百万円） 3.9 3.9 3.5 3.5



■ P34、7行目　私たちの事業領域ー観光事業
　観光事業概要の本文中の表記

訂正前 訂正後

この結果、全体として売上高が7.0%増の519億300万
円、営業損失も8.9%改善の39億6,800万円となりま 
した。

この結果、全体として売上高が7.0%増の519億300万
円、営業損失も7.9%改善の42億2,000万円となりま 
した。

■ P56　セグメント情報
当期（平成14年4月1日～平成15年3月31日） （単位：百万円）

訂正前 訂正後
住宅事業 商業建築事業 観光事業 住宅事業 商業建築事業 観光事業

I. 売上高及び営業損益
売上高
（1）外部顧客に対する売上高 789,324 245,999 51,903 789,324 245,999 51,903
（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 2,656 2,014 ̶ 2,656 2,014 ̶

計 791,980 248,013 51,903 791,980 248,013 51,903
営業費用 752,845 230,382 55,872 752,651 230,325 56,123
　営業利益 39,134 17,631 △3,968 39,329 17,688 △4,220
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前期（平成13年4月1日～平成14年3月31日） （単位：百万円）
訂正前 訂正後

住宅事業 商業建築事業 観光事業 住宅事業 商業建築事業 観光事業
I. 売上高及び営業損益
売上高
（1）外部顧客に対する売上高 805,021 257,733 48,499 805,021 257,733 48,499
（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 980 3,051 ̶ 980 3,051 ̶

計 806,002 260,784 48,499 806,002 260,784 48,499
営業費用 763,069 242,433 52,854 762,896 242,380 53,079
　営業利益 42,932 18,350 △4,355 43,105 18,403 △4,580

■ P34　グラフ数値（観光事業）

02 03
訂正前 訂正後 訂正前 訂正後

営業利益（10億円） -4.3 -4.5 -3.9 -4.2
1人当たり営業利益（百万円） -2.8 -2.9 -2.4 -2.6


